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1　2021年は動画配信で，
いつでも・どこでも「もがつば」

　子どもたちと弁護士がつくるお芝居「もがれた翼」
は，1994年の子どもの権利条約の採択を機に，毎年，
公演を重ねてきました。
　新型コロナウイルス感染拡大により，帰る場所の
ない子どもたちは，ますます厳しい生活を強いられて
います。感染拡大防止の観点から，舞台公演は断念
しましたが，その分，動画配信をすることにしました。
今まで「もがれた翼」に接したことのない人たちにも
メッセージが届くことを祈っています。

2　「ケアリーバー」をご存知ですか？
　ケアリーバーとは，児童養護施設や里親等の「社
会的擁護」を経験した子ども・若者たちのことです。
彼らの多くが，頼る親類がいないばかりか，虐待等の
過酷な育ちの中で愛着障害や対人関係に困難を抱え，
経済的基盤も脆弱です。そうした不安の中で，彼ら
は自立を目指します。
　決してこれまでも十分とは言えなかった支援制度も
なくなった生活の中で，精神的不調，貧困，予期せ
ぬ妊娠など，ケアリーバーたちは，自分だけで解決す
るにはあまりに難しい課題を抱えることもあります。
　本作では，かつて自立援助ホームに入居していた
子どもたちのその後と，関係する大人たちの様子を通
じて，彼らのために，どのような支援・関わりが求め
られるのか，ともに考えます。

子どもの人権と少年法に関する特別委員会副委員長

佐藤 香代（57期）

もがれた翼パート27「エピローグから始まる物語」動画配信

　●配信期間：2021年9月上旬～年内（予定）
　●配信方法：YouTube

　今年度は，矢吹会長の幅広く会員の声を直接に聞いて会務活動に生かした
いという方針のもと，理事者と会員の皆様とonlineで集まり，当会に対する
ご意見をお伺いする企画を「東弁ONLINEカフェ」と銘打って行いました。
　第1回は70期～73期の会員7名，第2回も65期～69期の会員7名が
参加されました。参加者からは勤務した事務所でハラスメントにあった，あ
るいはハラスメントにあった友人がいるなどの報告がありました。また，新入
会員増加という観点から「研修の東弁」を知っていただくために修習生にも
ダイジェストで当会の研修内容を見られるようにできないか，というご提案が
ありました。第3回は60期～64期の会員11名が参加され，当会の財務状
況のご質問に対しては矢吹会長から現状と今年度の取り組みについて説明しました。また，当会の魅力につき，
多様な人材がいて，様々な分野の委員会があることを指摘される方もいました。第4回は55期～59期の会員6名
が参加され，法曹人口の増大，当会の活動の規模，公益活動のあり方などについてご意見がありました。第5回
は45期～50期の会員4名，第6回は40期～44期の会員3名が参加されました。これらの回では，若手とベテ
ラン会員とのコミュニケーション不足の問題，図書館の有用性について広報不足との指摘や，入りたい委員会に
入ることができない状況についての懸念がありました。紙面の関係上，ご意見の一部しか掲載できませんが，い
ただいたご意見を今後の会務に反映していく所存です。

「東弁ONLINEカフェ」企画のご報告
副会長　中井 陽子（54 期）
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